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長久手市子育てアンケート調査 結果報告書 概要版

１ 調査概要

⑴ 就学前児童保護者調査

⑵ 小学生保護者調査

※調査結果の数値は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で表記しています。

ただし、年代別や経年変化などの母数が異なるものを比較する場合は、割合の差（ポイン

ト）で表記しています。

※集計は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表記しています。このため、回

答比率の合計が、100.0％にならない場合があります。また、複数回答可の質問では、回

答者数（ｎ）に対する回答比率のため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合がありま

す。

調査対象 長久手市在住の就学前児童の保護者（無作為抽出）

調査期間 令和５年１２月６日～令和５年１２月２８日

調査方法 郵送配布、郵送回収及びＷｅｂ回答

回収状況

配布数 回収数 回収率

2,000 件
884 件

（うちＷｅｂ回答：358 件）
44.2％

調査対象 長久手市在住の小学生の保護者（無作為抽出）

調査期間 令和５年１２月６日～令和５年１２月２８日

調査方法 郵送配布、郵送回収及びＷｅｂ回答

回収状況

配布数 回収数 回収率

2,000 件
866 件

（うちＷｅｂ回答：317 件）
43.2％

資料１－１
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２ 調査結果について

⑴ 就学前児童保護者調査

① 母親の就労状況について【Ｐ.２０ 問９】

・「母親の就労状況」について、「現在働いている（育休・産休含む）」の割合が、前回

計画策定時の平成３０年度調査結果（以降「前回調査結果」という）と比べると増加

しており、特に「フルタイム（育休・産休ではない）」は 6.8 ポイント、「パートタイ

ム（育休・産休ではない）」は 5.7 ポイント増加している。

・一方、「以前は働いていたが現在は働いていない」・「これまでは働いたことがない」

の割合はともに減少している。このことから、前回調査時に比べて女性就業率が高ま

っていることが分かった。

◇母親の就労状況

26.1

15.7

27.3

2.0

27.4

1.0

0.5

19.3

15.2

21.6

1.8

38.7

2.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（週５日程度・１日８時間程度）で働

いており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（週５日程度・１日８時間程度）で働

いているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で働

いており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で働

いているが、産休・育休・介護休業中である

以前は働いていたが、現在は働いてい

ない

これまで働いたことがない

無回答
令和５年度調査　n=884

平成30年度調査　n=833

フルタイム、パートタイム問

わず、「働いている」人が増加

している

「働いていない」、「働いたこ

とがない」人は減少している
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② 現在、働いていない母親の「今後の就労希望」について【Ｐ.２８ 問１２】

・問９で「以前は働いていたが、現在は働いていない」または「これまで働いたことが

ない」と回答した母親に対して、「今後の働きたい希望」を質問している。

・「１年より先、一番下の子どもが□歳になった時に働きたい」の割合が 49.8％と最も

多い回答であったが、前回調査結果と比べると 7.1 ポイント減少している。また、

「□歳」に入る年齢として、「３歳」の割合が 28.8％で最も多く、２番目に「８歳以

上」の割合が 19.2％、３番目に「４歳」の割合が 16.8％となっていた。このことか

ら、下の子の就園時、就学時と就学後の１年の間のタイミングに合わせて就労を考え

る保護者が多い傾向にあることが分かった。

・前回調査結果と比べ、「すぐにでも、若しくは１年以内に働きたい」の割合が 5.5 ポ

イント増加しており、働いていない母親の就労希望は強くなっていると考えられる。

◇現在働いていない母親の今後の就労希望

◇就労予定の目安になる子どもの年齢

（「今から１年後またはそれ以降、一番下の子どもが□歳になった頃に働きたい」と回答

した方）

17.1

49.8

26.7

6.4

17.1

56.9

21.2

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（働く予

定はない）

今から１年後またはそれ以降、一番下の

子どもが□歳になった頃に働きたい

すぐにでも、若しくは１年以内に働きたい

無回答 令和５年度調査　n=251

平成30年度調査　n=339

0.0

1.6

2.4

28.8

16.8

6.4

9.6

15.2

19.2

0% 20% 40%

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳以上

(n=125)



【⑴ 就学前児童保護者調査】

4

③ 平日の定期的な幼稚園・保育所などの利用について

【Ｐ.３２、３３ 問１３、問１３－１】

・保育園や幼稚園を「利用している」割合が 76.7％、「利用していない」割合が 23.1％

であり、前回調査結果と比べて「利用している」割合が 13.8 ポイント増加している。

・「利用している」と回答した人の事業利用状況を見てみると、前回調査結果と比べて

「幼稚園」が減少し、「認可保育所」が増加している。このことから、「認可保育所」

での保育ニーズが増加傾向にあることが分かった。

◇利用状況

◇利用している事業

76.7

62.9

23.1

36.9

0.2

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度調査　n=884

平成30年度調査　n=834

(n=884)

利用している 利用していない 無回答

38.3

8.4

48.8

1.9

2.2

0.3

2.1

1.8

3.2

0.0

0.3

2.7

0.6

41.0

9.9

45.9

0.6

1.1

0.0

3.0

0.0

3.6

0.2

0.4

0.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート事業

その他

無回答

令和５年度調査　n=678

平成30年度調査　n=525

前回調査結果と比べ

て「認可保育所」の割

合が増加している
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④―１ 現在、利用している、利用していないにかかわらず、「定期的に」利用したい事業

について【Ｐ.４０ 問１４】

・「認可保育所」の割合が 52.0％と最も高く、次いで「幼稚園」の割合が 45.1％、「幼

稚園の預かり保育」の割合が 38.6％、「認定こども園」の割合が 20.4％となってい

る。

・前回調査結果と比べてると、「幼稚園」、「幼稚園の預かり保育」の割合は約５～６ポ

イント程度減少している一方、「認可保育所」、「認定こども園」の割合は約４～５ポ

イント程度増加している。このことから、主に保育所における保育ニーズが増加して

いることが考えられる。

◇利用したい事業

45.1

38.6

52.0

20.4

6.4

1.8

5.4

3.6

2.8

7.7

9.8

1.4

2.9

51.6

43.2

48.9

15.3

5.3

0.0

6.8

0.0

3.2

1.9

5.5

0.6

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート事業

その他

無回答

令和５年度調査　n=884

平成30年度調査　n=834

前回調査結果と比べて「認可保

育所」、「認定こども園」の割合

が増加している
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④―２ 現在、幼稚園を利用している人の中で、「定期的に」利用したい事業について

・「幼稚園」の割合が 88.5％と最も高く、次いで「幼稚園の預かり保育」の割合が 62.3％

となっている。

・幼稚園利用者は、引き続き幼稚園の利用または幼稚園の預かり保育の利用意向が高い

が、認可保育所や認定こども園の利用意向も１割程度ある。

◇利用したい事業（幼稚園利用者のみ）

88.5

62.3

10.8

10.4

1.9

0.8

4.2

1.2

1.5

6.9

8.5

0.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート事業

その他

無回答 幼稚園利用者　n=260



【⑴ 就学前児童保護者調査】

7

④―３ 現在、認可保育所を利用している人の中で、「定期的に」利用したい事業について

・「認可保育所」の割合が 80.1％と最も高くなっている。

・認可保育所利用者は、引き続き認可保育所の利用意向が高いが、幼稚園や認定こども

園の利用意向も２割程度ある。

◇利用したい事業（認可保育所利用者のみ）

12.4

18.7

80.4

17.5

3.0

1.2

4.2

1.5

0.6

9.4

13.0

1.2

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート事業

その他

無回答 認可保育所利用者　n=331
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⑤ 地域子育て支援拠点事業の利用について【Ｐ.４３ 問１７】

・「利用していない」の割合が 75.6％で最も多くなっている。

・前回調査結果と比べてると、「利用していない」の割合が 7.9 ポイント程度増加して

いる。

・利用していない理由については、「利用する必要がない」の割合が 44.3％で最も多く、

次いで「魅力的な事業がない」と「一人では施設を利用しにくい」の割合がともに

15.9％、「利用できる時間が短い」の割合が 10.9％となっている。「利用する必要が

ない」を除くと、利用のしにくさが主な理由として挙げられている。

◇地域子育て支援拠点事業の利用状況

◇地域子育て支援拠点事業を利用していない理由

16.6

13.8

75.6

1.5

26.7

14.9

67.7

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点事業
（子育て支援センター）

その他、市で実施している類似の事業

利用していない

無回答

令和５年度調査　n=884

平成30年度調査　n=834

9.4

8.1

3.4

10.9

15.9

15.9

10.0

18.7

44.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用できる施設が近くにない

公共交通が不便である

駐車場が狭い

利用できる時間が短い

魅力的な事業がない

一人では施設を利用しにくい

施設があることを知らなかった

その他

利用する必要がない

無回答

(n=668)
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⑥ 子どもが病気になったときの対応について【Ｐ.６８ 問２２】

・病気やケガで普段利用している幼稚園や保育所などが利用できなかったことは、「あ

った」の割合が 83.6％、「なかった」の割合が 16.2％となっている。

・前回調査結果と比べると、大きな差はみられない。

・幼稚園や保育所などが利用できなかったときの対処方法は、「母親が休んだ」の割合

が 76.0％で最も多く、次いで「父親が休んだ」の割合が 38.3％、「父親または母親の

うち就労していない方が子どもをみた」の割合が 22.0％、「（同居者を含む）親族・

知人に子どもをみてもらった」の割合が 20.6％、「病児・病後児の保育を利用した」

の割合が 10.4％となっており、母親が休んで対応するケースが非常に多いことがう

かがえる。

・前回調査結果と比べると、「母親が休んだ」の割合が 9.1 ポイント増加している。ま

た、「父親が休んだ」の割合が 11.9 ポイントと大きく増加している。

◇病気やケガで幼稚園や保育所などが利用できなかったこと

◇幼稚園や保育所などが利用できなかったときの対処方法

83.6

81.0

16.2

16.8

0.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度調査　n=678

平成30年度調査　n=525

あった なかった 無回答

38.3

76.0

20.6

22.0

10.4

0.4

0.0

0.4

3.5

0.7

26.4

67.1

26.8

28.5

6.6

0.2

0.2

0.0

1.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

父親または母親のうち就労していない方が

子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した（感染症を除く）

ファミリー・サポート事業を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

令和５年度調査　n=567

平成30年度調査　n=425

前回調査結果と比べ

て「母親が休んだ」が

増加している。

前回調査結果と比べ

て「父親が休んだ」が

大きく増加している。
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⑦ 小学校へ入学後の、放課後の過ごし方について（５、６歳児を抽出）

【Ｐ.９１ 問２６】

・「放課後児童クラブ〔児童クラブ・学童保育所〕」の割合が 46.8％で最も多く、次い

で「自宅」と「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」の割合がとも

に 46.2％、「放課後子ども教室」の割合が 26.5％となっている。

・前回調査結果と比較すると、上位回答率の「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）」の割合が下がっているが、「放課後児童クラブ〔児童クラブ・学童保育

所〕」や「放課後子ども教室」の割合が増加していることが分かる。このことから、

放課後の子どもの預かり機能のニーズが高まっていることが分かった。

◇小学校入学後、低学年時の放課後の過ごし方の希望

46.2

7.7

46.2

9.5

26.5

46.8

2.2

17.8

6.8

45.2

9.5

53.2

8.7

19.8

37.3

0.8

22.2

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学

習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔児童クラブ・学童保育

所〕

ファミリー・サポート事業

その他（公園など）

無回答

令和５年度調査　n=325

平成30年度調査　n=126

放課後児童クラブが

大きく増加している

放課後子ども教室が

増加している

習い事が大きく減少

している
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⑧ 妊娠・出産期の支援について（３歳未満のみ）

【Ｐ.１１５ 問４１、Ｐ.１１６ 問４２】

・妊娠・出産期に利用した支援は、「妊婦健康診査」の割合が 85.8％で最も多く、次い

で「妊産婦歯科健康診査」の割合が 60.0％、「産婦健康診査」の割合が 52.1％、「教

室」の割合が 12.1％となっている。

・妊娠・出産期にあったらよかった、利用すればよかった支援は、「産後ケア事業（訪

問型・通所型・宿泊型）」の割合が 20.8％で最も多く、次いで「妊産婦歯科健康診査」

の割合が 19.2％、「妊婦健康診査」の割合が 16.3％、「産婦健康診査」の割合が 14.6％、

「産前・産後サポーター派遣事業」の割合が 12.5％となっている。

◇妊娠・出産期に利用した支援／あったらよかった、利用すればよかった支援

85.8

60.0

52.1

3.3

5.0

0.8

0.4

12.1

8.8

1.7

0.8

16.3

19.2

14.6

12.5

20.8

5.8

4.2

4.2

49.6

3.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

妊婦健康診査

妊産婦歯科健康診査

産婦健康診査

産前・産後サポーター派遣事業

産後ケア事業（訪問型・通所型・宿泊型）

上の子の一時保育

ファミリー・サポート事業

教室

利用していない／特にない

その他

無回答

(n=240)

利用した支援

あったらよかった、利用

すればよかった支援
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⑵ 小学生保護者調査

① 母親の就労状況について【Ｐ.２０ 問９】

・「母親の就労状況」について、「現在働いている（育休・産休含む）」の割合が、前回

計画策定時の平成 30 年度調査結果（以降「前回調査結果」という）と比べると増加

しており、特に「フルタイム（育休・産休ではない）」は 6.4 ポイント、「パートタイ

ム（育休・産休ではない）」は 2.9 ポイント増加している。

・一方、「以前は働いていたが現在は働いていない」・「これまでは働いたことがない」

の割合はともに減少している。このことから、前回調査時に比べて女性就業率が高ま

っていることが分かった。

◇母親の就労状況

29.6

0.6

48.5

0.3

18.1

2.2

0.7

23.2

1.2

45.6

0.3

25.3

3.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（週５日程度・１日８時間程度）で働

いており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（週５日程度・１日８時間程度）で働

いているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で働

いており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）で働

いているが、産休・育休・介護休業中である

以前は働いていたが、現在は働いてい

ない

これまで働いたことがない

無回答
令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=678

「働いていない」、「働いたこ

とがない」人は減少している

フルタイム、パートタイム問

わず、育休・産休中ではない

人は「働いている」人が増加

している
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② 現在、働いていない母親の「今後の就労希望」について【Ｐ.２８ 問１２】

・問９で「以前は働いていたが、現在は働いていない」または「これまで働いたことが

ない」と回答した母親に対して、「今後の働きたい希望」を質問している。

・「すぐにでも、若しくは１年以内に働きたい」の割合が 38.1％と最も多い回答であり、

前回調査結果と比べると 3.9 ポイント増加している。

・一方、「子育てや家事などに専念したい（働く予定はない）」の割合が 34.7％と前回

調査結果と比べて 8.2 ポイント増加している。就学前保護者向け調査と比べると２

倍以上の割合となっており、調査対象者の子どもが小学生になることで母親の就労

希望が変化することがうかがえる。

◇現在働いていない母親の今後の就労希望（小学生）

◇現在働いていない母親の今後の就労希望（就学前）

34.7

21.6

38.1

5.7

26.5

32.9

34.2

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（働く予定は

ない）

今から１年後またはそれ以降、一番下の子ど

もが□歳になった頃に働きたい

すぐにでも、若しくは１年以内に働きたい

無回答

令和５年度調査　n=176

平成30年度調査　n=219

17.1

49.8

26.7

6.4

17.1

56.9

21.2

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（働く予

定はない）

今から１年後またはそれ以降、一番下の

子どもが□歳になった頃に働きたい

すぐにでも、若しくは１年以内に働きたい

無回答 令和５年度調査　n=251

平成30年度調査　n=339

就学前保護者よ

りも「子育てな

どに専念した

い」と考えてい

る割合が多い
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③ 児童館の利用について【Ｐ.５７ 問１３】

・「利用している」の割合が 20.4％、「利用していない」の割合が 78.3％となっている。

・前回調査結果と比べてると、「利用している」の割合が 11.2 ポイント程度減少してい

る。

・利用していない理由について、「一人で行きたがらない」の割合が 39.4％で最も多く、

次いで「子どもだけで行かせるのが心配である」の割合が 16.2％、「利用できる時間

が短い」の割合が 14.6％、「利用できる施設が近くにない」の割合が 13.1％、「魅力

的な行事がない」の割合が 12.2％となっている。

・また、「その他」の意見として「（以前は利用していたが、）高学年なので利用してい

ない」、「行く時間がない（習い事をしている等）」「放課後児童クラブ（学童）に通っ

ている」「外遊びの方が好き」などが挙げられている。

◇児童館の利用状況

◇児童館を利用していない理由

20.4

31.6

78.3

67.2

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=769

利用している 利用していない 無回答

13.1

14.6

12.2

16.2

39.4

2.5

34.2

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用できる施設が近くにない

利用できる時間が短い

魅力的な行事がない

子どもだけで行かせるのが心配である

一人で行きたがらない

施設があることを知らなかった

その他

無回答

(n=678)
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④ 子どもが病気になったときの対応について【Ｐ.７３ 問１６】

・病気やケガで小学校への登校ができなかったことは、「あった」の割合が 73.6％、「な

かった」の割合が 26.3％となっている。

・前回調査結果と比べると、「あった」の割合が 16.8 ポイント増加している。

・小学校への登校ができなかったときの対処方法は、「母親が休んだ」の割合が 71.1％

で最も多く、次いで「父親が休んだ」の割合が 22.0％、「父親または母親のうち就労

していない方が子どもをみた」の割合が 18.5％、「仕方なく子どもだけで留守番をさ

せた」の割合が 11.9％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」の割

合が 9.1％となっており、母親が休んで対応するケースが非常に多いことがうかがえ

る。

・前回調査結果と比べると、「母親が休んだ」の割合が 7.9 ポイント増加している。ま

た、「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた」の割合が 9.9 ポイン

ト減少している。

◇病気やケガで小学校への登校ができなかったこと

◇幼稚園や保育所などが利用できなかったときの対処方法

73.6

56.8

26.3

42.3

0.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=769

あった なかった 無回答

22.0

71.1

9.1

18.5

1.3

0.0

0.0

11.9

8.5

0.6

17.6

63.2

15.3

28.4

1.1

0.2

0.0

7.8

2.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

父親または母親のうち就労していない方が

子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した（感染症を除く）

ファミリー・サポート事業を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

令和５年度調査　n=637
平成30年度調査　n=437

前回調査結果と比べ

て「母親が休んだ」が

増加している。

前回調査結果と比べて「父親また

は母親のうち就労していない方が

子どもをみた」が減少している。
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⑤ 小学校低学年の子どもの放課後の過ごし方について（小学校１～３年生を抽出）

【Ｐ.９５ 問２０】

・「自宅」の割合が 56.5％で最も多く、次いで「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）」の割合が 55.8％、「放課後児童クラブ〔児童クラブ・学童保育所〕」の

割合が 40.3％、「その他（公園など）」の割合が 31.7％、「放課後子ども教室」の割合

が 21.9％となっている。

・前回調査結果と比較すると、上位回答率の「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、

学習塾など）」の割合が下がっているが「自宅」の割合は増加している。また、「放課

後児童クラブ〔児童クラブ・学童保育所〕」の割合が増加している。就学前児童と同

様に、放課後の子どもの預かり機能のニーズが高いことがうかがえる。

◇小学校低学年時の放課後の過ごし方

56.5

12.6

55.8

12.9

21.9

40.3

0.7

31.7

1.8

51.9

13.4

62.3

14.9

26.3

31.9

0.8

35.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学

習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ〔児童クラブ・学童保育

所〕

ファミリー・サポート事業

その他（公園など）

無回答 令和５年度調査　n=278

平成30年度調査　n=395

習い事が減少している

放課後児童クラブが

増加している

自宅が増加している
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⑥ クラブ活動、習い事等について【Ｐ.１０５ 問２６】

・「学習塾・通信教育・家庭教師」は「している」の割合が 62.6％と他と比べて多くな

っている。一方、「学校のクラブ活動（部活動）」は「していない」の割合が 69.4％と

他と比べて多くなっている。

・前回調査結果と比較すると、特にスポーツクラブで「している」が 6.2 ポイント減少

している。

◇クラブ活動、習い事等について

※前回調査では「必要だと思わない」の選択肢はない。

27.6

30.4

62.6

63.5

44.9

51.1

66.6

69.4

69.4

67.0

32.1

34.1

50.7

46.0

29.4

28.1

1.5

3.8

2.2

1.4

1.5

2.6

1.5

2.3

2.2

2.9

2.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=769

令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=769

令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=769

令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=769

学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
（
部
活
動
）

学
習
塾
・
通
信
教
育
・
家
庭
教
師

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

そ
の
他
、
有
料
の
習
い
事

している していない 必要だと思わない 無回答

学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
（
部

活
動
）

学
習
塾

、
通
信
教

育
、
家
庭
教
師

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

そ
の
他

、
有
料
の
習
い
事
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⑶ その他共通設問

① 情報の入手について【Ｐ.９９ 就学前 問２８、小学生 問２２】

・就学前では、「インターネット」の割合が 70.6％で最も多く、次いで「近所の人、知

人、友人」の割合が 69.8％、「学校、保育所、幼稚園、児童館」の割合が 59.2％、「親

族（親、きょうだいなど）」の割合が 51.5％、「市役所、市の機関」の割合が 21.9％

となっている。

・小学生では、「近所の人、知人、友人」の割合が 76.4％で最も多く、次いで「インタ

ーネット」の割合が 64.2％、「学校、保育所、幼稚園、児童館」の割合が 55.0％、「親

族（親、きょうだいなど）」の割合が 52.5％、「テレビ、ラジオ、新聞」の割合が 24.7％

となっている。

・就学前、小学生ともに、主な情報の入手手段は「近所の人、知人、友人」、「インター

ネット」であることがうかがえる。

◇情報の入手手段

51.5

69.8

59.2

21.9

20.2

21.5

20.1

70.6

4.8

2.3

1.8

2.4

1.6

52.5

76.4

55.0

9.0

10.2

24.7

7.5

64.2

3.7

2.9

0.7

1.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親族（親、きょうだいなど）

近所の人、知人、友人

学校、保育所、幼稚園、児童館

市役所、市の機関

子育て支援アプリ「きずなネット」の利用

テレビ、ラジオ、新聞

子育て情報誌・育児書

インターネット

コミュニティー雑誌

その他

情報の入手先がない

情報の入手方法がわからない

無回答

(n=884)

就学前　n=884

小学生　n=866
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② 相談先について【Ｐ.１０６ 就学前 問３２、小学生 問１７】

・就学前では、「家族・親族」の割合が 89.1％で最も多く、次いで「友人・知人」の割

合が 79.3％、「職場の人」の割合が 30.8％、「保育所」の割合が 20.7％、「近所の人」

の割合が 17.9％となっている。

・小学生では、「家族・親族」の割合が 86.4％で最も多く、次いで「友人・知人」の割

合が 74.5％、「職場の人」の割合が 31.1％、「学校」の割合が 25.1％、「近所の人」

の割合が 14.4％となっている。

・就学前、小学生ともに、「家族・親族」や「友人・知人」といった身近な人が主な相

談先であることがうかがえる。

◇相談先

89.1

79.3

17.9

30.8

0.3

0.1

8.4

0.5

3.2

4.5

20.7

15.6

4.5

3.6

0.7

0.1

6.0

1.1

9.8

2.1

0.7

2.6

1.6

86.4

74.5

14.4

31.1

0.0

0.0

9.1

0.1

1.4

1.2

1.8

1.5

1.2

2.5

0.6

0.5

25.1

2.5

7.6

1.6

1.5

2.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

家政婦・ベビーシッター

民生委員・児童委員・主任児童委員

主治医

ボランティア

市役所の子育て関連担当窓口

保健センター

保育所

幼稚園

子育て支援センター

こどもの発達相談室

各種子ども相談

教育委員会

学校

社会福祉協議会

インターネット

誰もいない

相談する必要がない

その他

無回答

(n=884)

就学前　n=884

小学生　n=866
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③ 子どもへの虐待について【Ｐ.１０９ 就学前 問３４、小学生 問２８】

・就学前では、「よくある」と「たまにある」を合わせた『ある』の割合が 36.6％、「し

たいと思うことはよくあるが、行動には移さない」の割合が 14.1％、「ほとんどない」

と「まったくない」を合わせた『ない』の割合が 47.9％となっている。

・前回調査結果と比較すると、『ある』の割合が 4.3 ポイント減少している。

・小学生では、「よくある」と「たまにある」を合わせた『ある』の割合が 38.4％、「し

たいと思うことはよくあるが、行動には移さない」の割合が 11.2％、「ほとんどない」

と「まったくない」を合わせた『ない』の割合が 49.5％となっている。

・前回調査結果と比較すると、『ある』の割合が 13.3 ポイント減少している。

・就学前、小学生ともに、前回調査と比較して減少しているものの、子どもへの虐待に

つながる行動が『ある』保護者が４割程度いることがうかがえる。

◇子どもに対して、思わずたたいたり、子どもの心を傷つけてしまうような言動をした

り、子どもの相手や世話をしないこと

2.9

4.3

2.9

4.4

33.7

36.6

35.5

47.3

14.1

9.8

11.2

9.4

31.2

33.1

36.6

32.2

16.7

11.3

12.9

5.9

1.2

4.9

0.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和５年度調査　n=884

平成30年度調査　n=834

令和５年度調査　n=866

平成30年度調査　n=769

就
学
前

小
学
生

よくある

たまにある

したいと思うことはよくあるが、行動には移さない

ほとんどない

まったくない

無回答
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・就学前では、「自分の感情を抑えられない」の割合が 48.1％で最も多く、次いで「子

どもが親の言うことを聞かない」の割合が 44.4％、「子どもの言動にいつもイライラ

する」の割合が 34.0％、「しつけとして必要だから」の割合が 17.9％、「子ども以外

のことでいつもストレスがある」の割合が 16.4％となっている。

・小学生では、「自分の感情を抑えられない」の割合が 44.3％で最も多く、次いで「子

どもの言動にいつもイライラする」の割合が 41.0％、「子どもが親の言うことを聞か

ない」の割合が 39.5％、「しかられたときの反応が腹立たしい」の割合が 28.9％、

「しつけとして必要だから」の割合が 17.8％となっている。

・就学前に比べ、小学生では子どもが成長したことにより、子どもの言動や反応にいら

立ちを感じるようになったと考えられる。

◇思わずたたいたり、子どもの心を傷つけてしまうような言動をしたり、子どもの相手や

世話をしないことがある原因

34.0

12.7

2.8

44.4

48.1

17.9

16.4

11.7

0.6

41.0

28.9

3.9

39.5

44.3

17.8

17.2

9.6

0.6

0% 20% 40% 60%

子どもの言動にいつもイライラする

しかられたときの反応が腹立たしい

子どもがかわいいと思えない

子どもが親の言うことを聞かない

自分の感情を抑えられない

しつけとして必要だから

子ども以外のことでいつもストレスがある

その他

無回答

就学前　n=324

小学生　n=332
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④ 育児休暇について【Ｐ.１２３ 就学前 問４８、小学生 問３０】

・「自分」の育児休暇の取得について、就学前では、「とっていた」の割合が 51.5％、

「とっていない」の割合が 46.6％となっている。小学生では、「とっていた」の割合

が 27.6％、「とっていない」の割合が 70.6％となっている。

・「自分以外」の育児休暇の取得について、就学前では、「とっていた」の割合が 20.2％、

「とっていない」の割合が 72.3％となっている。小学生では、「とっていた」の割合

が 7.9％、「とっていない」の割合が 78.5％となっている。

・小学生に比べ就学前で自分が育児休暇を「とっていた」と回答した人が多くなってお

り、小学生のお子さんが就学前児童だったころに比べて意識が変化していることが

うかがえる。

◇お子さんが生まれてから今までの育児休暇の取得の有無

≪自分≫

≪自分以外≫

27.6

51.5

70.6

46.6

1.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生　n=866

就学前　n=884

とっていた とっていない 無回答

7.9

20.2

78.5

72.3

1.3

1.4

12.4

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生　n=866

就学前　n=884

とっていた とっていない 自分以外に保護者がいない 無回答
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・「自分」の育児休暇の取得を母親・父親別にみると、就学前では、「とっていた」の割

合について、母親では 53.1％、父親では 37.0％となっている。小学生では、「とって

いた」の割合について、母親では 30.9％、父親では 10.9％となっている。小学生保

護者に比べると、就学前児童保護者の方が母親、父親ともに育児休暇を「とっていた」

の割合が多く、育児休暇の取得が進んでいることがうかがえる。

◇お子さんが生まれてから今までの育児休暇の取得の有無（父親・母親別）

≪自分：就学前≫

≪自分：小学生≫

※就学前、小学生共に「問 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。」とのク

ロス集計

37.0

53.1

60.9

45.0

2.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親　n=92

母親　n=789

とっていた とっていない 無回答

10.9

30.9

88.4

67.0

0.8

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親　n=129

母親　n=727

とっていた とっていない 無回答


